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パソコンとリグの接続方法
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USBIF4CW AMD-USB-KEY

又は又は又は又は

インターフェース装置インターフェース装置インターフェース装置インターフェース装置CW
ケーブルケーブルケーブルケーブル

USB
ケーブルケーブルケーブルケーブル

パドルパドルパドルパドル

パドルパドルパドルパドル

ケーブルケーブルケーブルケーブル
リグの運用モードはリグの運用モードはリグの運用モードはリグの運用モードはCWにし、にし、にし、にし、

CWキーヤーセットモードキーヤーセットモードキーヤーセットモードキーヤーセットモード

はははは”Straight” にするにするにするにする



CTESTWINの基本設定方法
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①①①① コンテストを選ぶコンテストを選ぶコンテストを選ぶコンテストを選ぶ②②②②CWモードに設定モードに設定モードに設定モードに設定

③③③③CWパラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定④各種設定④各種設定④各種設定④各種設定



①コンテストの選択
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参加するコンテストを参加するコンテストを参加するコンテストを参加するコンテストを

選択する。選択する。選択する。選択する。

コンテスト以外でコンテスト以外でコンテスト以外でコンテスト以外で

CTESTWINを使う時はを使う時はを使う時はを使う時は

ここを選択する。ここを選択する。ここを選択する。ここを選択する。



③CWパラメータの設定
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CWスピードをスピードをスピードをスピードを

調整する。調整する。調整する。調整する。

AMD-USB-KEYを使う場合はここをクリックし、設定変更する。を使う場合はここをクリックし、設定変更する。を使う場合はここをクリックし、設定変更する。を使う場合はここをクリックし、設定変更する。

USBIF4CWを選択を選択を選択を選択

チェックを入れる。チェックを入れる。チェックを入れる。チェックを入れる。

ﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸ

外す外す外す外す

下の表を参考に自分用に編集する。下の表を参考に自分用に編集する。下の表を参考に自分用に編集する。下の表を参考に自分用に編集する。

（詳細は（詳細は（詳細は（詳細はHelpを参照）を参照）を参照）を参照）



④各種設定
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CQの送信間隔との送信間隔との送信間隔との送信間隔と

繰り返し回数が繰り返し回数が繰り返し回数が繰り返し回数が

設定できる。設定できる。設定できる。設定できる。

スペースキーをスペースキーをスペースキーをスペースキーを

押すと押すと押すと押すとCall入力欄入力欄入力欄入力欄

に移動するのでに移動するのでに移動するのでに移動するので

便利です。便利です。便利です。便利です。



CW運用方法（例１：CQ送信）
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開始開始開始開始

[F5]CQ を押す

呼出

有/無

相手Callを入力

[F6]URを押す

CQを自動送信

UR+ﾅﾝﾊﾞｰを自動送信

無無無無

有有有有

相手ﾅﾝﾊﾞｰを入力しEnter

[F7]DE を押す

TU+自Callを自動送信

CQ TEST DE JR1OFP K

JA1QEU GM UR 5NN18 BK

TU DE JR1OFP TEST

CWパラメータテーブル設定（例）

CQ繰り返しは、繰り返しは、繰り返しは、繰り返しは、

CNT+F5



CW運用方法（例2：CQに応答）
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開始開始開始開始

[F10]DE2 を押す

相手Callを入力

[F11]UR2 を押す

自Callを自動送信

UR+ﾅﾝﾊﾞｰを自動送信

相手ﾅﾝﾊﾞｰを入力しEnter

[F12]TU を押す

TUを自動送信

DE JR1OFP

GM UR 5NN18 BK

TU

応答

有/無

有有有有

終了終了終了終了

終了終了終了終了

CWパラメータテーブル設定（例）

無無無無



パドルを使いCW手動送信する方法
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1. 最新版のUSBIF4CW(Ver.2以降)を使う場合

CTESTWINのみで使える。（未確認なので詳細不明）

2. USBIF4CW(Ver.1)又はAMD-USB-KEYを使う場合

①裏でZlogのプログラムを動かしておき、パドルが使える状態
にしておく。

② CWスピード等の設定はZLOG側で行う。

（注意：CTESTWINで自動CW送信中にパドル操作しても
自動送信は止められない。 →ESCキーで止める。）


